
モ ン ゴ ル 訪 問 報 告 

～モンゴル獣医師会と新たな協定を締結～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 20日（月）～25日（土）、モンゴル獣医師会との協定書締結のため、佐藤 博会長

理事はじめ、国際交流委員４名（坂田郁夫、川谷文彦、罇 正治、荻野博明）、他４名の９名でモ

ンゴルを訪問しました。 

７月 20日：新潟駅 7：02発の新幹線で東

京駅→成田国際空港、そしてモンゴルへ飛

び、チンギスハーン空港に到着したのは 19

時過ぎでした（時差１時間）。空港では、

モンゴル小動物獣医師協会（以下、

MoSAVA）の皆さんが出迎え、花束をいただ

くなど熱烈な歓迎を受けました。到着後、

KHUBILAIホテルで歓迎会が開かれ、宿泊場

所であるウランバートル市の東横インには

23時過ぎに着きました。 

７月 21 日：モンゴル獣医師会を訪問し

協定書の調印式を行いました。協定書の内

容を日本語とモンゴル語で読み上げ確認

し、佐藤会長理事とモンゴル獣医師会の 

ガンゾリフ会長が協定書にサインしました。また、佐藤会長より本会からのモンゴル獣医学生への

支援金をウルジボゥヤン MoSAVA 会長に寄贈しました。ガンゾリフ会長は若いころ日本で４年ほど仕

事をしていたとのことで、片言の日本語でも会話されていました。また、バッソフ前会長も駆けつ

け本会訪問者と握手し、本会との交流の思い出や現在取り組んでいる仕事などについて話をされま

した。 

次に、モンゴル生命科学大学を案内された。モンゴルでは、獣医師になるための大学はモンゴル

生命科学大学１校のみであり、１学年の定員は 150人程度、５年制であると説明された。大多数は家

畜の獣医になるが、最近は犬猫の獣医を目指す学生も増えてきているとのことです。 

７月 22 日：モンゴル日本大使館を訪問し、井川原 賢大使と面談しました。佐藤会長理事が今ま

でのモンゴル獣医師会への支援等の取組みについて説明した後、井川原大使から「国の支援を待っ

ていると遅くなるので、積極的な民間交流をお願いしたい。」と話がありました。帰るにあたり、

大使が大使館の玄関まで来て、私たちの車が門を出るまで見送っていただきました。 

７月 23日：午前にモンゴル食糧・農牧業・軽工業省獣医総合局、午後から JICAを訪問しました。

モンゴル食料・農業・牧軽工業省獣医総局ではアルタンゲレ・フクフ総局長と面会しました。フク 

フ総局長からは、「今までの貴会の取り組みについて心より感謝申し上げる。今後、我々獣医総局

も協力をしていきたい。」と述べられ、本会のモンゴル獣医師会に対する支援を評価し、佐藤会長

理事と坂田郁夫副委員長に感謝状が授与されました(右の写真)。フクフ総局長は日本が大好きで

2006年に日本の大学で勉強され、娘さんも大阪の大学へ行くとのことです。 

モンゴル語と日本語の協定書 



JICA では井上雄貴次長と面談し、モンゴルの動物病院では薬が不足し

ていること、モンゴル生命科学大学で小動物臨床の講義も行うよう働き

かけていただきたい等を訴え、意見交換をしました。 

JICA訪問後、話題のドラマ「TBSのVIVANT」のロケ地を窓越しに見て、

ウランバートルから 200㎞の距離にあるダルハン市に向かうため、車でモ

ンゴル平原の道路を時速140㎞くらいの猛スピードで吹っ飛ばし、19時頃

到着しました。モンゴルの大陸的で牧歌的な風情を満喫しましたが、ス

ピードに対する恐怖もかなりありました。 

この日は、ダルハン市の遊牧民族の生活を体験できる大自然キャンプ

場のゲルで宿泊しました。夕食を近くの管理棟で済ませた後に「モンゴ

ルのおもてなし料理として、生きている子羊をこれから捌くので、男性

は見に来てくだい。」と話があり、見学しました。本来であれば、捌い

た直後の子羊肉を茹でてお客さんに食べてもらうことが最高のおもてな

しであるとのことですが、すでに食事を済ませていたので、翌日の朝食

に、大皿にてんこ盛りの子羊の骨付き肉をごちそうになりました。 

７月 24 日：ダルハン・オール県ダルハン市庁舎を訪問し、ムンク・エ

ルデネ・ボード副知事と面会しました。将来、ダルハン市は動物愛護セ

ンターを建設する予定で、建設予定地を視察し指導願いたいとのことで

した。30 歳代と若いボード副知事がダルハン市の将来構想を説明され意

見交換をしましたが、センター完成までには時間がかかりそうな感じが

しました。 

ダルハン市で昼食をとり、午後からウランバートルへ戻り東横インで

休憩後、19 時頃から RAMADA ホテルで送別会が開催されました。ガンゾリ

フ会長、MoSAVAの皆さんが出席し、全員が一人一人６日間の感想などを語

り、最後に、ウルジボゥヤン MoSAVA 会長から佐藤会長理事に感謝状が贈

られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 25日：朝４時、チンギスハーン空港へ向かいました。MoSAVAの皆様も私達を見送りたいとの

ことで、朝早くホテルに駆け付け一緒に空港へ行き、我々が飛行機に搭乗するまで寄り添っていた

だきました。 

今回の訪問では MoSAVA の皆様から手厚いおもてなしを受け大変お世話になり、心より感謝申し上

げるとともに、今後ともモンゴル獣医師会とは本会ができる範囲での支援を続けていければと思い

ました。 

最後に、今回の訪問にあたり、モンゴルとの調整、通訳に尽力いただいた嶋田アルタントヤさん

に改めて謝意を表します。 

親愛なる佐藤 博 殿 

あなたの業績を評価し、食

糧・農牧業・軽工業大臣の命令

により、食糧・農牧業・軽工業

省から感謝状を授与します。 

感 謝 状  

新潟県獣医師会の皆様 

モンゴルの獣医学分野の発展に多大な貢献をされ、過去10年間にわたりモ

ンゴルの獣医師を日本に招いて研修を行い、知識やスキルの向上を絶え間な

く支援し、国際協力の強化にご尽力いただきました皆様に対し、モンゴル小

動物獣医師協会を代表して心より感謝申し上げます。 

皆様の温かいご支援とご協力のおかげで、数多くの獣医師が現代の知識と

技術を習得し、モンゴルにおける獣医療サービス、教育、そして科学技術の

発展に実質的な貢献を果たし続けております。 

モンゴルと日本の両国における獣医学分野の友好関係と協力が、今後さら

に拡大・発展し、新たな専門人材を育成する尊い事業が継続していきますこ

とを心より願っております。 

皆様のご健康とご多幸、そして今後のますますのご活躍を心よりお祈り申

し上げます。 

     2026.07.24   モンゴル小動物獣医師協会長 ウルジボゥヤン 


